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民事執行・保全法 CHOI JEONGIM

 Laws of Civil Execution and Civil Preservation 　

2 後期 金曜･３時限 （20カリ対象科目）経：3年/法：2年　（23カリ対象科目）法：2年

経法第２講義室 講義

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
経法20ｶﾘ

経済学または法学が積み上げてきた知識と思考に基づく判断を 本授業は、民事訴訟により確定した権利をどのように実現・確
基礎力として身につけ，それを発揮できる力を身につける。 保するかを理解することを目的とします。民事手続全体の中で、

執行・保全手続が果たす役割を体系的に把握し、具体的事例を
通じて法的判断力を養うことを目指します。民事訴訟法の履修
を前提として発展的理解を促します。

⇔

経法23ｶﾘ（2026改）･総合法律, 経法23ｶﾘ･総合法律, 経法20ｶﾘ･総合法律

法学の専門領域の基礎能力として，リーガルマインドを備え， 本講義は、民事執行法および民事保全法の体系的理解を通じて、
現代社会の諸問題を法的に解決していく上で必要な法学体系の 権利実現手続の構造を把握し、実体法上の権利を実効的に保障
基礎専門知識を身につける。 するための法的思考力（リーガルマインド）を涵養することを

目的とします。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 強制執行・民事保全に関する基本的概念と主要論点を、基本書およびレジュメを用いて学びます。また、
授業中には関連法令の条文確認を行い、手続の実際的理解を深めます。 特に、不動産執行・債権執行・
非金銭執行など各手続の特色を、判例や実務上の課題と関連付けて検討します。

(5)授業計画 第01回　民事執行総論・ガイダンス
第02回　強制執行手続総論　―債務名義・執行文など
第03回　執行関係訴訟（１）―請求異議の訴え
第04回　執行関係訴訟（２）―第三者異議の訴え
第05回　執行関係訴訟（３）―執行分関係訴訟・執行判決訴訟
（授業中に提示するレポート課題を後日提出とし、その内容を小レポートの評価点として算入する）
第06回　不動産執行（１）―競売の開始及び売却手続
第07回　不動産執行（２）―売却条件の確定と売却手続
第08回　不動産執行（３）―保全処分、引渡命令及び配当手続
第09回　債権執行（１）―総論・債権強制執行
第10回　債権執行（２）―物上代位・収益執行
第11回　動産関係執行・債務者財産調査
第12回　非金銭執行
第13回　家事関係執行
第14回　民事保全総論・保全命令手続
第15回　保全命令の執行と効力、授業アンケートの実施
期末試験

(6)成績評価の方
法

期末試験（80%）と小レポート（20％）で、100点満点につき，90-100は秀（Ｓ），80-89は優（Ａ），
70-79は良（Ｂ），60-69は可（Ｃ），59以下は不可との基準により評価します。

(7)成績評価の基
準

判例集（下記「民事執行・保全判例百選」）程度に要約された未知の事案に対して、授業で学んだ適切
な道具立てを用いた事案の明快な分析に基づき、ルールを適切に適用して説得力をもって適切かつ合理
的な解決に導く能力を示すことができれば「卓越している」、適切かつ合理的な解決を示すことができ
れば「かなり上にある」。授業で学んだ適切な道具立てを用いて事案を分析し、合理的な解決を示すこ
とができれば「やや上にある」、破たんのない解決を示すことができれば「水準にある」。

(8)事前事後学習
の内容

各回の講義に先立ち、教科書等により当該範囲を予習してください。さらに、講義終了後には復習を行
い、授業内容の理解を深め、学んだ内容を確実に身につけるよう努めてください。

(9)履修上の注意 六法は必ず持参してください。
民事訴訟法Ⅰ・Ⅱを履修していることが望ましく、私法科目の基礎知識があることを前提とする部分も
あります。

(10)質問,相談へ
の対応

授業内容に関する質問やご相談は、授業終了後に直接お受けするほか、メールでも対応いたします。

【教科書】 内田義厚『民事執行・保全講義』 金融財政事情研究会（2023年）
中西正・中島弘雅・八田卓也・青木哲 編著『(LEGAL QUEST)民事執行・民事保全法第3版』有斐閣（
2026年）
上記の以外の基本書を選択しても大丈夫です。レジュメを参考に基本書の予習・復習を通じて民事執行
・保全法の理解を深めてください。

【参考書】 ①　上原敏夫・長谷部由起子・山本和彦 『民事執行・保全判例百選（第３版）』 有斐閣 （2020年）
②　最新年度の六法


